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一 

 



 

食
糧
自
給
率
の
向
上
は
、
政
府
も
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
た
め
に
は
農
業
基
盤

の
整
備
を
優
先
す
べ
き
は
自
明
の
理
で
あ
る
。 

し
か
る
に
、
本
年
度
政
府
予
算
の
中
で
農
業
基
盤
整
備
事
業
費
は
、
対
前
年
度
費
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
に

と
ど
ま
り
、
諸
物
価
・
費
用
の
異
常
高
騰
と
い
う
状
態
に
照
ら
し
て
、
緊
急
な
る
食
糧
自
給
度
の
向
上
は
期
し
難

い
現
況
に
あ
る
。 

一 

本
年
度
予
算
の
配
分
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
金
額
が
全
事
業
費
の
一
〇
分
の
一
以
下
で
あ
つ
て
基
盤
整
備

事
業
計
画
の
達
成
が
不
可
能
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
際
、
工
事
金
額
の
増
額
を
は
か
り
、
継
続
工
事
を
速
や
か

に
完
成
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

 
よ
つ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
政
府
の
方
針
及
び
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

農
業
基
盤
整
備
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

 

四 
二 
総
需
要
抑
制
の
基
調
を
維
持
し
な
が
ら
も
景
気
回
復
に
向
け
て
緩
和
政
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
現
状
に
照
ら

し
て
、
農
業
基
盤
整
備
費
の
財
源
確
保
の
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
起
債
並
び
に
財
投
資
金
か
ら
の
融
資
措
置

を
講
じ
事
業
の
促
進
を
は
か
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

三 

農
業
基
盤
整
備
事
業
は
、
国
営
・
県
営
・
団
体
営
等
各
種
事
業
主
体
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
異

常
物
価
上
昇
以
後
の
超
過
負
担
分
が
過
大
と
な
り
、
事
業
推
進
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
。 

昨
年
度
に
お
い
て
二
回
に
わ
た
り
超
過
負
担
の
是
正
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
が
、
農
業
基
盤
整
備
事
業
に
は
是

正
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
際
、
是
正
措
置
を
断
行
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
政
府
の

見
解
を
伺
い
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 

 


